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敦賀市立看護大学 アセスメント・ポリシー 

（学生の学修成果の評価の方針） 

 

Ⅰ.敦賀市立看護大学の基本理念 

敦賀市立看護大学は、豊かな教養と総合的な判断力、高度な専門的知識と実践力を有す

る人材を育成するとともに、看護の発展に貢献できる質の高い研究に取り組むことを通し

て、人々の健康と福祉の向上に貢献できる大学を目指します。 

 

Ⅱ.敦賀市立看護大学の教育目標 

１ 学問への関心を持ち、豊かな教養を身に付け、自立した社会人として行動できる能力

を育成する。 

２ 人々の生命に対する畏敬と、生き方への尊厳の念を持って看護が提供できる豊かな人

間性を育成する。 

３ 高度な医療に対応できる専門的知識、技術、倫理観を身に付け、看護が実践できる能

力を育成する。 

４ 地域医療の充実と発展を自らの使命とし、他職種と協働して地域に貢献できる能力を

育成する。 

５ 専門職としての誇りを持ち、将来にわたり看護を発展させていくための自己研鑽能力

と主体的研究能力を育成する。 

        

Ⅲ.３つのポリシー【看護学部】 

１ アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 

看護学は『人』を対象にすることから、身体的、精神的、社会的側面を総合的に理解 

する能力が求められます。そこで、敦賀市立看護大学では、①『人』に関心を寄せるこ

とができる人、②他者の考え方や生き方を尊重できる人、③他者を通して自分自身を省

みることのできる人、④主体的に考えることのできる人、⑤自己の能力を高めようと勉

学に努める人、加えて、⑥大学で学んだ看護学を地域社会のために生かそうという志の

ある人の入学を期待します。 （以下省略） 

 

２ カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施の方針） 

① 一般教養科目は、学ぶことへの知的好奇心を養い、事象に対して深く掘り下げて考え

る力、自ら課題解決を行える力を育成するための基礎的な科目を配置している。 

② 専門基礎科目では、人を心身両面から理解するのに必要な基礎科目と社会や医療を幅

広く理解する科目を配置している。 

③ 看護専門科目では、看護のジェネラリストとしての専門家を養成するため、必要な知

識と技術を体系的に学習できる科目を配置している。 

④ 地域医療の充実と発展に貢献できる能力を養うために、その専門性を深めるべく、救

急・災害看護学、在宅看護学、 地域看護学を選択して履修できる科目を配置している。 

⑤ 看護の発展に寄与できる能力を養うために、最終学年には看護を統合する科目を配置

している。 

  

３ ディプロマ・ポリシー（学位授与の方針） 

① 豊かな教養と学問への探求心を備え、自立した社会人として行動ができる。 

② 人々の生命や生き方に畏敬の念を持ち、倫理観に基づいて適切な看護が実践できる。 

③ 多様な対象に対応できる看護の専門的知識・技術・実践力を身につけている。 

④ 救急・災害看護学、 在宅看護学、地域看護学の選択分野を学習し、地域保健医療の充

実と発展に貢献できる基礎的な能力を身につけている。    

⑤ 保健・医療・福祉等の関連分野の人々と連携、協働ができる能力を身につけている。 

⑥ 将来にわたり看護の発展に寄与できるよう、自己研鑽力と基本的な研究能力を身につ

けている。 
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Ⅳ.教学 IR のためのアセスメント 

教学 IR を循環的に行うため、学生の学修成果を可視化し評価する。アセスメント・ポリ

シーとして機関レベルの指標を設定し、アセスメントプランとして課程・科目レベルの評

価指標を設定する。 
 
 
１ アセスメント・ポリシー（表１） 

 
機関レベル（大学レベル） 

敦賀市立看護大学では、教育の成果を可視化し、教育改善を恒常的に実施する目的で、 

各学部で定めたアドミッション・ポリシー、カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリ

シーを踏まえた指標に基づき学生の学修成果を測定・評価します。評価は、学生の入学時

から卒業までを視野にいれ、教育課程レベル、科目レベルにおいて、多面的に行います。 
 

表１．敦賀市立看護大学アセスメント・ポリシー 

評価レベル 入学時 在学中 卒業時 

機関レベル 
（大学レベル） 

・入学試験 
・入学時調査 
・入試制度評価 

・休学率、退学率 
・学生調査 

・標準修学年限超過率 
・学位授与数 
・資格取得：国家試験合格

率 
・就職率、進学率 

 
 

２ アセスメントプラン（表２） 
 
課程・科目レベル 

看護学部では、教育の成果を可視化し、教育改善を恒常的に実施する目的で、3 つのポリ

シーに即した評価指標に基づいて学生の学習成果を測定・評価します。評価は、学生の入

学時から卒業時までを視野にいれ、教育課程レベル、科目レベルにおいて、多面的に行い

ます。  
 
表２．敦賀市立看護大学 看護学部看護学科アセスメントプラン 

評価レベル 入学時 在学中 卒業時 

課程レベル 
（学部レベル） 

・入学試験 
・入学時調査 
・入試制度評価 
・入学前教育 

・修得単位数 
・GPA  
・学生生活に関する実態調

査（学修行動調査） 
・休学率、退学率 
・応用３分野の希望者数 
・外部試験結果（AHA BLS 

Course 、認知症サポータ
ー等） 

・入試制度別成績、単位取
得状況、出欠状況    

・卒業要件：修得単位数 
・資格取得：国家試験合格

率 
・GPA 
・標準修学年限超過率 
・休学率、退学率 
・就職率、進学率 
・DP 到達度調査 
・卒業生の調査 
・入試制度別成績、単位取

得状況、出欠状況  

科目レベル  ・各科目成績（講義・演習・
実習） 

・授業評価（学生） 
・授業評価に対するコメン

ト（教員） 
・授業見学コメント 

 

 



アセスメント・ポリシー補足資料 

 

表１．敦賀市立看護大学アセスメント・ポリシー                                                                 

評価レベル 入学時  評価主体  
検証データ・ 

方法  
在学中  評価主体  

検証データ・ 
方法  

卒業時  評価主体  
検証データ・ 

方法  
機関レベル 

（大学レベル） 
・入学試験  
・入学時調査  
・入試制度評価  

・教育研究審議  
会 （将来計画
及び評価委員
会） 

・入試状況  ・休学率、退学  
率  
・学生調査  

・教育研究審議  
会（将来計画  
及び評価委員  
会） 

・教務委員会会  
議資料  
・学生生活に関  
する実態調査  
（学修行動調査
結果） 

・標準修学年限  
超過率  
・学位授与数  
・資格取得：国  
家試験合格率  
・就職率、進学   
率  

・教育研究審議  
会 （将来計画
及び評価委員
会） 

 

・各種判定資料  
・学生支援委員
会会議資料  

 
表２．敦賀市立看護大学  看護学部看護学科アセスメントプラン 

評価レベル 入学時  評価主体  
検証データ・ 

方法  
在学中  評価主体  

検証データ・ 
方法  

卒業時  評価主体  
検証データ・ 

方法  
課程レベル 
（学部レベル） 

・入学試験  
・入学時調査  
・入試制度評価  
・入学前教育  

・教授会  
・広報委員会  
・入学者選抜試
験委員会  

・広報委員会  
会議資料  
・入学者選抜試
験委員会会議
資料  

・修得単位数  
・GPA  
・学生生活に関  
する実態調査  
（学修行動調
査） 

・休学率、退学  
率  
・応用３分野の 
希望者数  
・AHA-BLS 取  
得者数  

 
・認知症サポー 
ター取得者数  

 
・入試制度別成  
績、単位取得  
状況、出欠状  
況    

・教授会  
・教務委員会  
・学生支援委員  
会  

 
 
・教務委員会  
 
 
 
・救急・災害看  
護研究センタ 
ー 
・地域・在宅ケア 
研究センター 

 
・入学者選抜試  
験委員会  

 
 

・教務委員会会  
議資料  
・学生支援委員  
会会議資料  

 
 
・教務委員会会  
議資料  

 
 
・救急・災害看  
護研究センタ 
ー会議資料  
・地域・在宅ケア 
研究センター
会議資料  
・入学者選抜試  
験委員会会議
資料  

・卒業要件：修  
得単位数  
・資格取得：国  
家試験合格率  
・GPA 
・標準修学年限
超過率  
・休学率、退学   
 率  
・就職率、進学  
 率  
・DP 到達度調  
 査  
・卒業生の調査  
・入試制度別成  
績、単位取得  
状況、出欠状  
況  

・教授会  
・教務委員会  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・FD・SD 委員会  
・入学者選抜試  
験委員会  

 

・各種判定資料  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・教務委員会会  
議資料  
・FD・SD 委員会  
会議資料  
・入学者選抜試  
験委員会会議  
資料  

科目レベル    ・各科目成績  
（講義・演習・実  
習） 
・授業評価（学  
生） 
・授業評価に対  
するコメント（教  
員） 
・授業見学コメ 
ント 

・教務委員会  
・各科目担当者  
 
・FD・SD 委員会  

・各科目成績  
 
 
・FD・SD 委員会  
会議資料  

 

   

 


